
HTML + CSS バナー制作

AI検索時代（SEO / AIO / GEO）に選ばれる

画像不要の軽量・高品質バナー



テキスト認識の限界

画像内の文字はAIクローラーに読まれず、

SEOやAIO・GEO評価につながりにくい。

表示速度の低下

画像ファイルによる容量増加がページ遅延を

引き起こします。

高い運用・修正コスト

文言を1箇所変えるだけでも画像の再作成・

再アップロードが必要です。

■

従来の画像バナーが抱える課題

■

■



従来バナーと HTML + CSSバナーの対比

画像依存型の構成

従来の画像バナー（JPEG / PNG）

▪ AI認識率 :  低（テキストが画像として無視される）

▪ 表示速度 :  遅（画像のダウンロードが発生）

▪ 修正・運用 :  再作成の手間とコストが発生

完全テキスト構造

HTML + CSSバナー（クリーンコード）

▪ AI認識率 :  高（テキストとして認識される）

▪ 表示速度 :  高速（画像読み込みがないため高速）

▪ 修正・運用 :  文字を打ち替えるだけで即時に更新



AI検索（AIO/GEO）評価向上

バナー内の見出しやテキストまで

AIクローラーが直接認識。

Webサイト全体の検索評価を高め

ます。

表示速度の改善

画像不要の軽量なCSSコードで

構築。ページの読み込み遅延を

削減し、離脱率を防ぎます。

運用の効率化

画像編集ソフトでの再作成は不要。

HTML / CMS 上でテキストを変更

するだけで瞬時に更新完了します。

なぜ今、HTML+CSSバナーなのか？（メリット3選）

今後のWebサイトで押さえておきたい仕様

バナーを画像からHTML+CSSにするだけで、SEOやAIOの評価を高められます。

さらに表示速度の改善で離脱を防ぎ、修正時の運用コスト削減にもつながります。



PC / タブレットでの最適なレイアウト

画面幅に応じた柔軟なレスポンシブデザインを実現。

デザイン崩れを起こさず、どのような解像度でも美しくテキストと画像がキレイに収まります。

レイアウト幅に追従するコンテナクエリ対応

テキストの可読性を常に保つフォントサイズ可変機能

マルチデバイス対応（PC・タブレット表示）

■

■



モバイルファーストの高品質表示

背景のグラフィック要素の上に直接クリーンなテキストを

重ね合わせる高度なCSS表現を採用。

スマホでも文字がくっきり見える

指で押しやすい大きめボタン

拡大しても文字がピンボケしない

マルチデバイス対応（スマートフォン表示）

■

■

■



些細なご相談でも、お気軽にご連絡ください。

お問い合わせ・無料相談へ

https://nuovasfida.com/contact
https://nuovasfida.com/
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